












































































































































































































































































写真25  地下鉄９号線松江新城駅 写真26  松江区政府庁舎


















































写真36  石崗村の一角  写真37  昼食をとるために移動中の工場労働者
写真38  ２つの住居表示板（馬陸鎮石





















































写真41 「協和木製品有限公司」正門 写真42  竹籠を買い付けに来た２人
金沢大学経済論集　第２９巻第１号　　２００８.１２
－３００－
おわりに
今回の農村訪問調査はあくまで予備的なものであり，何らかの結論的なも
のを得るには至っていない。
上海市の松江区政府と嘉定区政府においては，事実上の門前払いを食らわ
された。上海市にある上海師範大学と華東師範大学の知り合いの研究者との
雑談の中で，上海市政府は農村調査に対しては，中国人であれ，外国人であ
れ，調査を申請してもなかなか許可を出さないと聞いた。
ただし，華東地域の農村が激変し，村名なども変更されつつある中にあっ
て，無錫と嘉定ではかつて満鉄が調査を行った農村の場所を確認することが
できたのは幸いなことだった。
注
１）科学研究費補助金（基盤研究（）（一般）「中国内陸地域における農村変革の歴史的
研究」２００５年度～２００７年度，研究代表者：三谷孝）に研究分担者として参加し，２００６
年と２００７年に山西省臨汾市近郊の高河店村において農民への聞き取り調査を行っ
た。
２）馬俊亜「民国時期江寧的郷村治理」（徐秀麗主編『中国農村治理的歴史与現状：以定
県，鄒平和江寧為例』社会科学文献出版社，２００４年）は，中華民国期の郷村自治に
ついて論じている。
３）任応培「湯山社会概況」（『農民教育』第１巻第１期，１９３１年１月１５日）。なお，参観
した作廠村に関しては，金亮弼「本館指導下的作廠村信用合作社」（『農民教育』第１
巻第６期，１９３１年６月２０日）があり，「湯山付近廟会調査」（『農民教育』第１巻第２
期，１９３１年２月１５日）と孫枋「湯山合作事業近況」（『農民教育』第４巻第２期，１９３４
年２月）においても言及されている。
４）満鉄上海事務所調査室編『上海特別視嘉定区農村実態調査報告書』上海満鉄調査資
料第３３編（１９３９年），満鉄上海事務所調査室編『江蘇省常熟県農村実態調査報告書』
上海満鉄調査資料第３４編（１９３９年），満鉄上海事務所調査室編『江蘇省太倉県農村実
態調査報告書』上海満鉄調査資料第３５編（１９４０年），満鉄上海事務所調査室編『江蘇
省松江県農村実態調査報告書』上海満鉄調査資料第４８編（１９４０年），満鉄上海事務所
調査室編『江蘇省無錫県農村実態調査報告書』上海満鉄調査資料第５０編（１９４１年），
満鉄上海事務所調査室編『江蘇省南通県農村実態調査報告書』上海満鉄調査資料第
５１編（１９４１年）。
５）石田浩『中国農村の歴史と経済－農村変革の記録』（関西大学出版部，１９９１年）・同
華東農村訪問調査報告拭　　（弁納）
－３０１－
『中国農村経済の基礎構造－上海近郊農村の工業化と近代化のあゆみ』（晃洋書房，
１９９３年）・同『中国伝統農村の変革と工業化－上海近郊農村調査報告』（晃洋書房，
１９９６年）。
６）佐藤仁史・太田出「太湖流域社会史現地調査報告－外国史研究者とフィールドワー
ク」（『近代中国研究彙報』第３０号，２００８年３月）。
７）太田出・佐藤仁史編著『太湖流域社会の歴史学的研究－地方文献と現地調査からの
アプローチ』（汲古書院，２００７年）。
８）筆者は，１９８９年９月～１９９０年７月の約１年間，南京大学に留学した際に，何度か
自転車で中華門を通過して南京市街地の南方の農村を散策したことがあったが，
当時は中華門より南は全くの農村だった。
９）奥村哲「日中戦争前後の華中農村調査をめぐって－江蘇省無錫県の場合」（東京都
立大学人文学部『人文学報』第２３８号，１９９３年３月）。
１０）全く同じ文章が陳修頴・朱華友・于濤方著『浙江省市場型村落的社会経済変遷研究』
（中国社会科学出版社，２００７年１０月）にも掲載されている。著者の王景新は浙江師
範大学農村研究中心主任・工商管理学院副院長も兼務している。
－３０２－
